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第 21 回日本心エコー図学会学術集会を終えて 

三 神 大 世* 

I．心エコー検査と日本心エコー図学会 

 超音波検査は、非侵襲的で簡便な画像診断法と

して、人体のあらゆる臓器・組織に応用され、今

や臨床診断に確固とした地位を占めています。な

かでも、速く大きく動き、内部に血流を湛える心

血管系は、リアルタイム性とドプラ血流計測とい

う超音波の優れた特長が最もよく生かされる領域

です。ここでは、心エコー(心血管超音波)検査が、

CT や MRI を大きく引き離し、画像診断のトップ

を独走しています。 

 日本心エコー図学会は、この心エコー検査の基

幹学会として、それを実践・研究する医師・技師

約 4500 名により構成されています。発足後 20 年

を経た現在も年々会員が増え続ける、活気のある

学会です。学術集会や学会誌を通じての学術活動

に加え、年 3 回の定例講習会などの教育活動にも

力を入れています。臨床検査技師を役員に積極的

に登用するなど、医師と技師の緊密な連携・協調

もその特長のひとつです。日本超音波医学会認定

超音波検査士が、技師にとってのステータスから

入口資格に変貌しつつある昨今、より高度のエキ

スパート技師を認定する専門技師制度を、他領域

に先駆けて発足させたのも本学会です。 

II．第 21 回日本心エコー図学会学術集会 

 この日本心エコー図学会の第 21 回学術集会を、

私が主催し、平成 22 年 5 月 13 日から 15 日の 3

日間、札幌コンベンションセンターで開催いたし

ました。桜をはじめ春を告げる花々が一斉に咲き

出すこの時期、今年は例年になく気温は低めでし

たが、会場内は熱気に溢れていました。今回は、

3 つの招請講演、4 つのシンポジウム、9 つの教

育講演、7 つの教育セッション、また 9 つの企業

共催セミナーなど、たいへん盛りだくさんの特別

企画を組みました(表 1)。これらが、開始早々か

ら 3 日目の夕刻の終了間際まで盛況で、有料参加

者数は過去最高に肉薄する 808 名を数えました。

さわやかな 5 月の風が吹きわたる北海道の大地で

『心血管エコー：優しい技術、力強いメリット』

を元気にたっぷり語り合っていただくことができ

たと思います。 

III．オフィシャルセッション 

恒例の仁村レクチャーは、私が国立循環器病セ

ンターで薫陶をいただいた仁村泰治先生のお名前

を冠する企画です。私の北大での恩師である北畠 

顕先生(北大名誉教授)に、この領域での日本の世

界への貢献について、次代を担う若者への激励を

こめてご講演いただきました。 

 また、吉田 清理事長(川崎医大)のご挨拶を皮

切りに各種の表彰・認定式が行われました。本学

会の英文機関誌である Journal of Echocardiogra-

phy 論文賞を、私の仕事仲間である加賀早苗さん

(北大病院検査・輸血部)が、技師として初めて受

賞したことは、個人的にも、臨床検査技師教育に

携わる一人としても、たいへん嬉しいことでした。 

*北海道大学大学院保健科学研究院 病態解析学分野  mikami@hs.hokudai.ac.jp
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表 1 特別企画プログラム 

〔仁村レクチャー〕 

 Diastology におけるドプラ法の臨床的意義: 日本の研究貢献の軌跡  北畠 顕  座長: 千田彰一 

〔招請講演〕 

 1.  When echocardiography is better than MRI and CT?  Jae K. Oh  座長: 鄭 忠和 

 3.  How should we measure global and regional left ventricular systolic function?  Reider Winter  座長: 吉田 清 

〔シンポジウム〕 

 1. 大動脈弁狭窄症の治療における心エコーの役割  座長: 竹中 克、山田 聡 

 2.  Dyssynchrony と再同期療法の評価をめぐる新しい展開  座長: 尾辻 豊、神崎秀明 

 3. リアルタイム 3D 心エコーの到達点  座長: 伊藤 浩、穂積健之 

 4. 左室拡張機能評価の新展開  座長: 増山 理、川合宏哉 

〔スキルアップレッスン(初心者向け教育企画)〕 

 講演 1. 虚血をみるための考え方  伊藤 浩  座長: 小柳左門 

 講演 2. 左室拡張心不全における左室収縮能評価: 心時相解析の意義  木佐貫 彰  座長: 大木 崇 

 講演 3. 血管エコーのてほどき: 横隔膜より上  西上和宏  座長: 山岸正和 

 講演 4. 血管エコーのてほどき: 横隔膜より下  佐藤 洋  座長: 林 輝美 

 講演 5. 感染性心内膜炎の病変を見逃さないには: ちょっとの注意で大きな効果を  芦原京美  座長: 羽田勝征 

 講演 6. 左室肥大と「溜り病」: 厚くない肥大と厚い非肥大  湯田 聡  座長: 三神大世 

 セッション 1. 心エコー: 医師が技師に期待すること  座長: 遠田栄一 

 セッション 2. 小児心エコー入門: 明日から役立つ小児心エコーのポイント  座長: 里見元義、森 一博 

 セッション 3. ルーチン心エコー検査: 私はこの手順で最低これだけ検査する  座長: 那須雅孝 

〔ステップアップセッション(中級者向け教育企画)〕 

 講演 1.  Constrictive pericarditis: Paradoxical diastolic heart failure  Jae K. Oh  座長: 別府慎太郎 

 講演 2. 腱索断裂のみかた:  Commissural scallop って何？  渡辺弘之  座長: 宮武邦夫 

 講演 3. 大動脈弁狭窄の計り方: 気をつけることがこんなにもある  大倉宏之  座長: 岩瀬正嗣 

 セッション 1. 方法が多すぎて困っちゃう？ ･･･私ならこれを選ぶ  座長: 田邊一明 

 セッション 2. 最近のエコーラボを悩ませること  座長: 田内 潤 

 セッション 3. 明日から始める負荷エコー: いっぱい画像をみてみよう  座長: 村上弘則 

 セッション 4. 特殊心エコー検査: 専門技師をめざす人のために  座長: 増田喜一 

〔先端技術セミナー〕 

 1.  New horizons in 3D and quantitative echocardiography  Reider Winter, Peter Lysyansky  座長: 吉田 清 

 2. これなら使える!  “新しい” 3D エコー  岩倉克臣, 渡辺弘之 

 3.  2D スペクルトラッキング法の現状と将来  竹内正明  座長: 山田 聡 

〔ランチョンセミナー〕 

 1. 心臓再同期療法における心エコー図法の役割  伊藤 浩  座長: 吉川純一 

 2. クイズで学ぶ超音波の基礎  山田博胤  座長: 長瀬雅彦 

 3. 心不全の病態評価と治療: 心エコードプラ法と血漿 BNP 測定の意義を含めて  大手信之  座長: 別府慎太郎 

 4.  3D wall motion tracking 法は虚血診断に有用か?: 三次元心エコーだからわかること  高野真澄  座長: 尾辻 豊 

 5. 心エコーとともに知っておきたい心不全の病態からみた最新の治療戦略  筒井裕之  座長: 鄭 忠和 

 6. あなたのエコー室にこんな術後患者さんが来られても大丈夫ですか？ Fontan 手術、Senning 手術、Mustard 

   手術、Jatene 手術  安河内 聰  座長: 竹中 克 

 

IV．招待外国人講演 

 米国心エコー図学会の代表として、この領域の

テキストとして世界的なベストセラーである The 

Echo Manual の筆頭著者として著名な Mayo Clinic

の Jae K. Oh 先生をお招きしました。Oh 先生には、

特別講演として循環器画像診断の中での心エコー

の立ち位置について、また、教育講演として収縮 
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性心膜炎の心エコー診断について、それぞれ明

晰かつ含蓄に富むお話をいただきました。ヨー

ロッパ心エコー図学会からは、スウェーデン

Karolinska University の Reider Winter 先生にお越

しいただき、心筋収縮機能と 3 次元心エコーそれ

ぞれにつき、新鮮で魅力的なご講演をいただきま

した。また、昨年の米国心エコー図学会 YIA の

受賞者である米国ポートランドの Chad L Carr 先

生にも、美しいプレゼンテーションを披露してい

ただきました。 

V．シンポジウムと一般演題 

 シンポジウムとして、｢大動脈弁狭窄症の治療

における心エコーの役割｣、｢Dyssynchrony と再

同期療法の評価をめぐる新しい展開｣、｢リアルタ

イム 3D 心エコーの到達点」および「左室拡張機

能評価の新展開」と題する 4 つのテーマを行いま

した。第 1 会場は参加者で埋まり、既に指導的な

立場の先生方と新進気鋭の若手の先生方が入り混

じり、最先端の知見が披露され、熱気に満ちた討

論が交わされました。 

 また、本学術集会では過去最多の 260 題の一般

演題を発表していただくことができました。この

領域の活力の大きさを感じ、心強く思います。一

方、今回は特別企画が多かったため、口演セッシ

ョンはほとんどが第 2、第 3 会場での同時進行、

しかもシンポジウムや教育企画との並行開催とな

ってしまいました。このため、特別企画が盛況の

反面、一般口演発表に参加しにくいスケジュール

になってしまったことが心残りです。ポスター発

表は、口頭発表が 7～8 組の同時進行となりまし

たが、広いスペースのおかげで円滑に進みました。

口演、ポスターとも、座長の先生方やフロアの

方々のご協力で、長めに用意した討論時間を有意

義に使っていただくことができたと思います。 

VI．教育的企画 

 教育企画の豊富さは、本学術集会の大きな特徴

のひとつでした。先に触れた本学会主催の定例講

習会は、神戸(夏、上級)、東京(秋、中級)、大阪

(冬、初級)の固定開催で、しばしば満員札止めと

なる人気を誇っています。北海道からはるばる参

加する方もおられますが、到底、需要を満足でき

ているとは思えません。そこで、今回の学術集会

にこの定例講習会の要素を盛り込み、地元の若手

の皆さんに大いに勉強してもらおうというのが、

私の密かな狙いのひとつでした。 

 初心者向けの「スキルアップレッスン」では、

明日の検査や診療にすぐ役立つ知識とスキルを学

ぶ 6 講演と 3 セッション(12 講演)を、中級者向

けの「ステップアップセッション」では、さらに

ステップアップするためのノーハウを扱う 3 講演

と 4 セッション(17 講演)を行いました。さらに、

企業共催企画として、「先端技術セミナー」では、

最新の超音波技術とその先駆的な臨床応用を展望

する 3 企画を、また、ランチョンセミナーには循

環器病診療と超音波との関わりを意識した 6 企画

を行いました。多士済々の医師・技師のエキスパ

ートの方々が、多彩なテーマについて、平易に、

熱く、またときには楽しく語ってくださいました。

これらの教育的企画にも、私の目論み通り、たい

へん多数のご参加をいただいたことを嬉しく思い

ます。 

VII．準備・運営にご協力いただいた方々 

 学術集会の準備運営には、本学会役員を中心と

する企画アドバイザーの方々、ならびに北海道内

のエキスパートで構成した実行委員の方々に、多

大なご協力とご支援をいただきました。また、裏

方では、事務局長を勤めてくれた小野塚久夫准教

授(北大保健科学研究院)をはじめ、山田 聡講師

(北大循環病態内科学)や加賀早苗主任技師(北大

病院検査・輸血部)を核として、北大病院心エコ

ー室に集う 3 部局のスタッフの皆さんに準備・運

営を担っていただきました。さらには、私どもの

大学院である保健科学院の 5 人の博士・修士の学

生の皆さんも、アルバイトの学部学生たちを率い

て、獅子奮迅の活躍をしてくれました。この場を

お借りして、皆様のご協力、ご支援に心から御礼

を申し上げたいと思います。 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


